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2024 年 5 月 22 日 

 

 

 

 

 

 

長期ビジョンおよび中期経営計画の策定に関するお知らせ 

 

当社は、長期ビジョン「TDK Transformation」を掲げ、2025 年 3 月期～2027 年 3 月期までの   

3 か年を対象とする中期経営計画を策定いたしましたので、お知らせいたします。 

 

 
 

主な取り組み、定量目標は以下の通りです。 

○ 主な取り組み 

 キャッシュフロー経営の強化 

 事業ポートフォリオマネジメントの強化（ROIC 経営の強化） 

 フェライトツリーの進化（未財務資本※の強化） 

  ※当社は、非財務資本を、未来の財務価値向上に繋がるものと捉え未財務資本と呼んでいます。 

 

○ 定量目標（2027 年 3 月期） 

 売上高 2 兆 5,000 億円（年率換算成長率約 5％） 

 事業 ROA（ROIC） 8%以上 

 営業利益率 11%以上 

 

○ 株主還元方針 

 配当性向 35％を目安とする（前中期経営計画期間の方針から 5％引き上げ） 

 

詳細については、添付資料または当社ウェブサイトをご参照ください。 

https://www.tdk.com/ja/ir/ir_events/strategy/20240522/index.html 
以 上 

会社名 ＴＤＫ株式会社 
代表者 代表取締役社長執行役員 CEO 齋藤 昇 
 （コード番号 6762 東証プライム） 
問合せ先 
責任者 

IR・SR グループゼネラルマネージャー 
大曲 昌夫 

 （TEL 03-6778-1068） 

https://www.tdk.com/ja/ir/ir_events/strategy/20240522/index.html
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社長としての私のコミットメント

• 10年後のありたい姿（長期ビジョン）を策定しました。10年後のありたい姿からバックキャストし、

企業価値を向上させます。

• 材料×プロセス×ソフトウェア技術でお客様のNo.1パートナーとなり、社会のサステナブルな未来のために

社会の変革を加速させます。

• 事業ポートフォリオマネジメントを強化し、 ROIC・WACCスプレッドを高め、キャッシュフロー拡大と資

本効率を改善させ、財務資本を高める経営を強化します。

• フェライトツリーを進化させ、将来キャッシュフローの源泉である未財務資本を高める経営を強化します。

• 投資家の皆さまとの対話・IRを強化します。
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TDK Value Structure

創造によって文化、産業に貢献する

夢 勇気 信頼

長期ビジョン実現に向けて取り組む重要課題

長期ビジョンを実現するための3年間の活動計画

TDK Transformation
~ Accelerating transformation for a sustainable future ~  

価値創造するうえで前提となる価値観／規範／ルール
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TDK Transformationに込めた２つの想い

• 独自の材料・プロセス・ソフトウェアを組み合わせた電子デバイスで、

      テクノロジーの進化と社会の変革を加速し、サステナブルな未来の実現に貢献します

• 自己を変革し続け、世界のお客様と共に成長するNo.1パートナーになります

TDK Transformation
〜Accelerating transformation for a sustainable future〜

社会の
Transformation

への貢献

TDKの
Transformation

の加速

フィードバック

貢献

長期ビジョン
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Digital

Transformation

Green

Transformation

AI 自動化・省人化脱炭素 省エネ 蓄電

● 再生可能エネルギー＋蓄電システム

●● 安全運行を支える
超高精度センサ

● 発電グリッドと
つながるxEV車

● メタバースが
社会実装

● ウェアラブル
デバイス

● AI搭載
スマートフォン

● データ効率化

LEDディスプレイ
電源の変換効率向上

● 協働ロボットの導入で
労働力不足解消

● 異常を未然に防ぐ
予知保全

●● 医療用心磁計

● 自動運転で
サステナブルな移動体験

Beyond 5G

IoTRobotics

Medical/Health Care

Mobiality ADAS/EVAR/VR

Renewable Energy

変革力 ポジショニング

社会のTransformationに貢献します

●サーキュラーエコノミーを実現
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TDKのTransformationを加速

稼ぐ力

投資力

人財の変革力
競争優位性を生み出し続ける

多様な人財の活躍推進と育成による変革

経営の変革力

ベンチャースピリット、権限委譲と透明性の確保、機能対等、買収先企業の尊重、グローバルで学び合う文化、トップダウンとボトムアップの融合

長期的な目利き力
（技術×市場）

先手のポートフォリオ変革

高水準なクオリティ

生産技術の最適化

未来構想力 実行力

• オーガニック成長とM&Aの両輪で、材料×プロセス×ソフトウェア技術を組み合わせた電子デバイス領域でのリーディ
ングポジションを確立し、お客様のNo.1パートナーとしてサステナブルな社会の実現に貢献します。

新たな強みの探索培った強みの深化

ポジショニング

環境対応力

超低消費電力

脱炭素化

ソフトウェア
HMI

信頼性向上

小型化・軽量化
フレキシブル化

熱マネジメント
ノイズ除去

モジュール化技術

原材料
工法革新

顧客との対話

First-to-Marketを実現するために
市場/顧客のニーズをとらえる

ソリューションを
コンセプトベースから提供する

Market-in

Concept-out

TDK

Module

System

Parts

Material

お客様

First-to-Market

投資余力の確保と最適投資
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重要課題（マテリアリティ）を設定

▍重要課題（マテリアリティ）の基本的な考え方

顧客価値の創出と

強固な信頼関係の構築

社会のTransformation実現

に貢献するR&D

高品質な製品の安定供給と生産の高効率化

事業活動による価値創造と競争優位の確立

競争優位性を生み出し続ける多様な人材

の活躍推進と育成による変革
グループガバナンスの高度化 社会・環境課題解決の進行

未来を構想し実現する経営基盤の強化

• 顧客との信頼関係の構築・維持・深化

• 顧客ニーズの源流に到達

• 継続的な先端技術の事業化

• 事業に資する知的財産投資・活用の実現

• 市場へのハイスピードな製品投入力と量産の立ち上げ力の維持

• ノウハウ連携による予見再現性向上

• ゼロディフェクト追求と内製化

• 製品・技術・関与市場の多様性維持

• DE&Iをインクルーシブなリーダーシップの実践を通じ促進

• イノベーションと効率性の強化に向けた組織能力の開発

• チームメンバーの健康とエンゲージメントの向上

• 事業ポートフォリオの継続的評価

• Empowerment & Transparency

• 人権の尊重

• 気候変動への取組み

• これまで長期の成長を支えてきた競争優位性の源泉を言語化し、長期ビジョンの実現・企業価値向上に向けたマテリアリ
ティを設定



15,815,8 0,00

8,0

前中期経営計画の
振り返り2



15,815,8 0,00

8,0

TDK Investor Day 2024 Copyright  © TDK Corporation, 2024.    11

5,60

前中期経営計画「Value Creation 2023」の振り返り

成果 課題

受動部品
• MLCC等車載向け製品の生産能力拡大
• 高付加価値製品の継続的開発
• 生産性の改善

• 新製品開発加速
• 生産拠点の最適化

センサ応用
• 収益性改善黒字化定着
• TMRセンサ用途拡大による収益向上、さ

らなる拡大へ増産投資決定

• MEMSマイクロフォンの収益性改善遅
れ

磁気応用
• 次世代技術 MAMRの量産開始
• HAMRの開発の進展
• サスペンション応用製品事業の撤退決定

• HDD関連事業の収益悪化
• マグネット事業の収益改善遅れ

エナジー
応用

• 小型二次電池におけるシェア増、収益性
改善

• インド工場にてセル生産生産開始
• 中型二次電池JVの本格稼働開始、黒字化

達成

• 新製品開発加速
• 生産拠点の最適化

▍前中計のKPI目標と実績

売上高 20,000億円 21,039億円

営業利益率 12.0% 8.2%

ROE 14.0% 7.9%

還元後FCF 黒字化 529億円

設備投資
（3年間累計）

7,500億円 7,856億円

24.03目標 24.03実績

• 事業環境の変化に応じてキャピタルアロケーションを入替え、還元後FCFの黒字化を達成
• 小型二次電池に次ぐ収益源の育成が一定程度進展（センサ応用製品の黒字化、受動部品の成長、中型電池JV移管）
• 課題：収益性目標は未達に終わる

✓ 事業ROA、及びキャッシュフロー重視の経営のより一層の浸透
✓ 資本収益性の改善を伴う事業成長（特に受動部品、センサ応用）
✓ 課題事業への対処
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資本効率の改善が継続課題

前中計の財務方針

• 二次電池・受動部品・センサへの重点投資

を通じた成長加速

• 財務規律の強化

• 長期安定資金確保と負債構成の最適化

成果

• 長期安定資金の確保

• 財務基盤の強化

継続的な課題

• 事業ポートフォリオマネジメント強化

• 資本効率の改善

• 株主還元の強化

▍前中計のキャピタルアロケーション（22.03-24.03）

キャッシュイン キャッシュアウト

営業CF
9,000

設備投資
7,500

EBITDA

65%

キャッシュイン キャッシュアウト

エナジー
4,500

受動部品
1,500

磁気応用
1,200

センサ応用
200

その他
100

株主還元

還元後FCF

営業CF
8,888

設備投資
7,856

EBITDA
74%

その他投資
542

還元後FCF
+529

エナジー
3,801

受動部品
1,917

磁気応用
1,266 センサ応用

652

その他
220

CVC    378
CJV出資他   164

当初計画 実績

株主還元
1,034

設備売却他
1,073

（億円）
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新中期経営計画の位置づけ

• 新中期経営計画を、長期ビジョン実現のための事業基盤強化の期間とする。

前中期経営計画

FCF創出力の向上 ポートフォリオマネジメント強化 未財務資本の強化

新中期経営計画

長期
ビジョン

事業基盤の強化

• 主力事業の収益力強化

• 課題事業への対処

成果

• 収益源の多様化

• FCFの黒字化

FY33/3FY27/3FY24/3FY21/3

独自の材料・プロセス・ソフトウェアを組み合わせた

電子デバイスで、テクノロジーの進化と社会の変革を

加速し、サステナブルな未来の実現に貢献します

自己を変革し続け、世界のお客様と共に成長するNo.1

パートナーになります

企業価値向上

長期ビジョンから

バックキャスト

• オーガニック＆インオー
ガニック成長

• 求心・遠心のバランスの
取れた経営体制
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新中期経営計画のポイント

キャッシュフロー経営の強化

企業価値
FCF創出の最大化

＝
資本コスト － 期待成長率
（WACC）

事業ポートフォリオマネジメントの強化

（ROIC経営の強化）

フェライトツリーの進化

（未財務資本の強化）1 2 3

新中期経営計画の主なポイント

• 10年後のありたい姿の実現に向けて、キャッシュフロー経営の強化、事業ポートフォリオマネジメントの
強化、未財務資本の強化、投資家との対話にコミットします。



15,815,8 0,00

8,0

TDK Investor Day 2024 Copyright  © TDK Corporation, 2024.    16

5,60

財務・未財務KPI

財
務
指
標

24.03 27.03

成長性 売上高 [億円]（年率換算成長率*） 21,039 25,000（約5%） （10%以上）

効率性

ROE 7.9% 10%以上 15％以上

事業ROA（ROIC）（＞WACC） 5.3%（＜7.0%） 8%以上 12%以上

営業利益率 8.2% 11%以上 15%以上

財務健全性
株主資本比率 50% 50%水準

D/Eレシオ 0.4倍 0.3〜0.4倍

重要KPI

TME（エンゲージメント）

コミュニケーションスコア 67pt 75pt以上

サーベイ参加率 80% 80%以上

CO2 排出量削減※（21.03期対比） 42.9% 23.3% 42.0%

未
財
務
指
標

ポートフォリオ変革による
中長期で目指す姿

▼

• ポートフォリオマネジメントを強化することで、計画を上回る数値目標の実現を目指します。

※CO2排出量削減：SBTi Scope1+2 CO2 削減目標。24年3月期数値は、概算値

為替前提 144円/US$ 135円/US$ 135円/US$
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FY2022/3〜
投資傾斜配分マトリックスの導入

FY2011/3〜
事業ROA（ROIC）の導入

FY2000/3〜
TVA（EVA）の導入

0

1,000

2,000

3,000

FY00/3 FY05/3 FY10/3 FY15/3 FY20/3 FY25/3

営業キャッシュフローの成長を目指します

リチウムイオン電池

ATL買収

自動機械学習
（ソフトウェア）

Qeexo買収

センサ

InvenSense、
ICSense買収

27.03期

3,400億円
水準へ

（億円）

2024～
成長投資の強化

受動部品の
収益性悪化

ITバブル崩壊で
事業環境の悪化

世界金融危機による
事業環境の悪化

受動部品の
収益性改善

小型二次電池事業の成長

CATLと中型二次電池事業で
合弁会社（JV）を設立

記録メディア
事業を売却

▍営業キャッシュフロー（3か年移動平均）の推移

HDD関連事業が営業CFを支えた時代

二次電池事業が営業CFを支えた時代

収益源の多様化の時代へ

2002

収益源の変遷

FY2005/3FY2000/3 FY2015/3 FY2020/3 FY2025/3

2005

受動部品

EPCOS買収

2008

2007

2009

センサ

MICRONAS
買収

2015 2017 2023

SAWデバイス事業を
Qualcommに売却

2017

2022

• オーガニック成長とM&Aの活用、先手の事業ポートフォリオ変革で稼ぐ力を高め、中長期でキャッシュ
フローを高めていきます。

FY2010/3

FY2025/3〜
ポートフォリオマネジメント
の導入



15,815,8 0,00

8,0

TDK Investor Day 2024 Copyright  © TDK Corporation, 2024.    18

5,60

事業ポートフォリオマネジメントを強化します

▍事業ポートフォリオ基準 ▍先手のポートフォリオ変革

議論

事業ROA

(ROIC)
改善せず

実行

経営会議・取締役会で、ミニ
マムハードルレート10%、事
業将来性をベースに、課題事
業の対応方針・時間軸を議論

経営会議で事業
の方向性を議論

ベストオーナー
に事業譲渡など

事業ROA

(ROIC)改善

再チャレンジ

投資再開

• 事業ROA（ROIC）＝税引後・全社費用配賦前の事業営業利益/事業資産

• 全社費用を織り込むため、ミニマムハードルレート10%は全社WACC7%から逆算

早期のターンアラウンド
に向けた施策を実行

事業将来性 高低

ミニマム
ハードルレート

10％超

収益性黒字

低収益

事
業
R
O
A

高

低

Growing

Challenging

Profit base

Profit   enhancement

Strategic restructuring

Next generation

14%

13%

4%

5%

58%

重点モニタ
リング事業

売上構成率 %

（
）

R
O
I
C

5%

• これまでの投資配分の2軸マップから、事業ポートフォリオの2軸マップへ進化
• ミニマムハードルレートを下回る事業に適切に対処し、成長領域への資本配分を優先
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事業将来性 高低

ミニマム
ハードル
レート
10％超

収益性黒字

低収益

事
業
R
O
A

高

低

（
）

R
O
I
C

（参考）事業ポートフォリオマネジメントの事例

▍オーディオテープの事例 ▍受動部品(SAWデバイス)の事例 ▍センサ応用製品の事例

産業のライフサイクルに合わせた適切な

タイミングでのダイベストメント

EPCOS買収後、TDKのプロセス技術の投入で

付加価値の向上、ターンアラウンド

その後、ベストオーナー視点から売却

長年培った磁性技術・薄膜技術を活用した、

TMRセンサを展開

ポートフォリオ追加によるシナジー効果、

販売拡大によりターンアラウンドの達成

撤退

事業ポートフォリオ強化○

80年代

90年代

00年代

事業将来性 高低

ミニマム
ハードル
レート
10％超

収益性黒字

低収益

事
業
R
O
A

高

低

（
）

R
O
I
C

事業将来性 高低

ミニマム
ハードル
レート
10％超

収益性黒字

低収益

事
業
R
O
A

高

低

（
）

R
O
I
C

売却

17年〜

07年〜
SAW

デバイス

17年-
MEMS

マイクロ
フォン

TMR
センサ

22年-
25年-

15年
Micronas

買収

17年
MEMS
Motion
センサ

22年-

22年-
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事業ポートフォリオ戦略

FY24/3
受動部品

FY24/3
センサ

FY24/3
磁気応用

FY24/3
エナジーFY27/3

エナジー

FY27/3
受動部品

FY27/3
磁気応用

FY27/3
センサ

-20.0%

-10.0%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

-5.0% 5.0% 15.0% 25.0% 35.0%

▍各セグメントの成長性・資本効率向上の方向性

売上成長率（3か年CAGR）

▍事業別売上高・事業ROA（ROIC）

（億円） 21.03 24.03 27.03(目標)

売上高（CAGR） 14,790 21,039 25,000(5%)

受動部品 4,071 5,656 CAGR 5-8%

センサ 813 1,805 CAGR 8-11%

磁気応用 1,993 1,842 CAGR 8-11%

エナジー 7,402 11,217 CAGR 2-5%

営業利益率 7.6% 8.2% 11.0%

事業ROA

（ROIC）
5.2% 5.3% 8.0%

受動部品 7.7% 15.0%

センサ ― 1.2% 8.0%

磁気応用 ― -12.2% 4.0%

エナジー ― 21.5% 18.0%

• 収益性・資本効率の高い事業を強化し、営業利益率・事業ROA（ROIC）の向上を目指します。

事
業
R
O
A（

）

R
O
I
C

ミニマムハードルレート
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成長牽引事業の成長戦略

機会・トレンド 製品 主な取り組み／成長ドライバー

モビリティ
関連

• xEV化、ADAS化の進展

MLCC
受動部品

• 高信頼性製品の供給能力の継続的向上
• 高付加価値製品の継続投入

TMRセンサ
• パワステ等高精度モーター用角度センサ
• xEV用電流センサ

モーション
センサ

• 設計能力を活かし、ADAS機能用高性能IMU

ICT関連

• IoTデバイスの高機能化
• スマホのフォルダブル化
• AI搭載による機能進化
• クラウド、エッジ

TMRセンサ • スマートフォン等ICTデバイス向け顧客基盤の拡大

小型
二次電池

• 最先端技術の継続的投入

• コスト競争力を支える製造技術のさらなる強化

産業機器
関連

• REの本格活用・普及
• 省人化、自動化、DX化
• AIの活用

中型
二次電池

• JVの本格稼働開始

• パワーツール、電動バイク、ESSなど多様な要求に
対応できる製品ラインアップの強化

• 家庭用ESS市場から、産業用・商業用ESSへの展開

事業将来性 高低

事
業
R
O
A

高

低

（
）

R
O
I
C
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資本効率の向上に向けた財務戦略

3つの方針 重点施策

事業ポートフォリオ
マネジメントの強化

（事業ROA（ROIC）向上）

• ミニマムハードルレート10%を下回る事業の事業ROA（ROIC）改善と事業の方向性見
極め

成長投資の強化

• 成長投資領域の見極め（既存事業のさらなる成長投資、M&Aの可能性など）

• 還元後FCFをM&Aや成長投資に優先的に配分

（余剰資金は自社株買いなどの株主還元へ配分）

最適B/S構造実現
株主還元強化

• 成長戦略推進による資金ニーズを踏まえた最適B/S構造の実現

• 配当性向35%を目安に配当を実施
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キャピタルアロケーション方針（FY25/3～FY27/3累計）

• 還元後FCFを成長投資に配分し、持続的なキャッシュフロー創出を強化するとともに、最適な
バランスシートを実現します。

※括弧内の数字は前中計の数字

• 重点事業への投資を強化

• 課題事業は更新案件に限定

• 戦略投資は長期的な成長に向け

た投資（既存事業の拡大、M&A

などによるインオーガニックな

成長事業育成）を最優先に検討

• ベンチャー投資を通して、長期

的成長機会を獲得

• 配当性向35％を目安とした配当

• 成長投資ニーズを踏まえたうえ

で余裕資金が 見込まれる際の

還元政策の検討と実行

未財務資本への投資（P/Lでの投資）

• 組織力・人的資本

• 技術力（フェライトツリー）

顧客の製品（自動車、ICT、産業機器・

エネルギー）を通じた社会への貢献

10,000
（8,888）

営業CF

株主還元

1,500（1,034）

戦略投資

1,500（542）

設備投資

エナジー 3,200（3,801）

受動部品 2,000（1,917）

センサ 800（652）

磁気応用 600（1,266）

その他 400（220）

合計 7,000（7,856）

企業価値向上

事業ROA
（ROIC）8%以上
（WACC7%）

先手の事業ポート
フォリオ改革

適切な資本政策

営業CF拡大要因

• エナジー、受動部品、センサ

• 課題｜磁気応用事業の収益性改善

資本市場との対話強化

（億円） （億円）
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株主還元のさらなる強化へ

53 
60 60 

78 

106 
116 

120 

24.6

39.3

30.4

22.6

35.2 35.3 35.6

FY19/3 FY20/3 FY21/3 FY22/3 FY23/3 FY24/3 FY25/3（予想）

▍配当金（円）と配当性向（％）の推移

配当性向35%を
目安とした
配当を実施

• 配当性向30%から35%へ配当政策を変更
• 戦略投資の状況を鑑み機動的な自己株式の取得を行い、株主還元を強化します。

（円）

（％）
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さらなる成長に向けてフェライトツリーを進化させます

現在の
フェライトツリー

▼

1970年代の
フェライトツリー

▼

フェライトツリーの特徴

• 創業から培ってきた材料×プロセス技術で競争優位性を実現してきました。

• 研究開発に加えて、M&Aを通じてセンサやソフトウェアなどの技術を強化してきました。

• 事業の売却・撤退を行っても、技術はTDKに蓄積され、現在の製品に応用され、フェライト

ツリーは日々進化しています。

企業文化
人的資本 組織力 顧客基盤

未来の
フェライトツリー

▼

人的資本 組織力 顧客基盤

材料 × プロセス技術 材料 × プロセス技術 × ソフトウェア技術

• フェライトツリーは、社会の変化に合わせてこれまで成長し続けてきました。これからも、Green TransformationやDigital Transformation

といった社会の変化に先んじて、フェライトツリーを進化させます。
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価値創造を支える未財務資本

組織力

• 世界最先端の顧客との深い繋がり
（高い世界シェア）

顧客基盤

技術力

• 10万人超の人材
うち約90%が海外人材

• M&A先・中途採用問わず
登用・活躍

人的資本

＊機能対等とは、階層（タテの関係）ではなく、
機能（役割）をベースに自由闊達に対等に
議論することを推奨するTDKの価値観

未財務資本による価値創造のプロセス（センサ事業の事例）

グローバル経営の推進成功・失敗の共有 買収先企業の人財登用

組織力

ベンチャースピリット
で数々のチャレンジ

世界トップクラスの
磁気薄膜技術を応用し、

闇研による開発

技術力 人的資本・組織力

多様な人財の活躍
権限委譲・

機能対等で融合

技術力・組織力

独自技術を持つ企業を
発掘・買収

買収先の企業文化や
多様性を尊重

組織力・人的資本

TDK Qualityを
買収企業に導入

グローバルHR体制を
強化

フェライトツリーの進化・拡張

顧客基盤

世界トップクラスの
顧客からの示唆・
フィードバック

トレンド察知

• 独自の企業文化
ベンチャースピリット
機能対等*の浸透など

• グローバル経営の仕組み
• ガバナンス

• 進化を続けるフェライトツリー
• 磨き上げてきた製造技術

• TDKでは将来キャッシュフローを生み出す資本であると考え、「非財務資本」ではなく「未財務資本」と呼んでいます。
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組織横断で潜在的なニーズ/シーズに対応

Business

Company

External

Consutants

TDK

Ventures
Sales &

Marketing

R&D&IP

HQ
Customers

コーポレートマーケティング＆インキュ
ベーション（CM&I）本部を中心に、組
織横断でお客様への新たな価値提供を目
指しています。

技術開発を加速させ、成長戦略を強化
する役割に加えて、最先端のトレンド
を把握し、効果的なマーケティング戦
略を推進します。

Next-Gen

Materials

Energy & 

Cleantech

Connectivity &

Computing 

Industrial Mobility Healthtech主要な投資対象領域▶︎

お客様
TDK

Market-in

Concept-out

First - to - Market

First-to-Marketを実現するために
市場/顧客のニーズをとらえる

ソリューションを
コンセプトベースから提供する

▍組織横断でマーケットのシーズ/
ニーズに対応

▍ TDK Venturesを通して最先端
分野の技術トレンドを把握

• グループ横断でマーケティング、イノベーション、インキュベーション力を強化
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オープンイノベーションへの取り組み

• CVC活動を通じて、先端技術、市場及び新たな事業投資可能性の探索を継続。

• 現時点で37社に投資済み。ファンド規模は合計 US$350mn。

Fund 1

$50M

Fund 2

$150M

Decarbonization Fund

European & 

North American Focus  

Fund EX1 

$150M

Seven Seas Scope

Global Investments

Seven Seas Scope

Global Investments

バッテリー
材料リサイクル

核融合

グリーン水素

Liイオン電池
製造工程

電動エアー
モビリティ

家庭用
パワーステーション

ヒト型ロボット

AI、
機械学習チップ

チップレット

全12社

全４社

全７社 全５社 全５社

Industrial

Energy Clean Tech

Connectivity &

Computing
AgTech & Health Tech

Mobility

他

他

他 他

マイクロLED

他 全４社

Next-Gen Materials
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新事業に関する事例①｜データセンター関連部品

環境に優しいデータセンター
省電力、高速大容量

ストレージ 光電変換 高性能サーバー 液浸冷却

HAMR LN薄膜
スピンフォト
ディテクタ

ニューロモルフィック
デバイス

受動部品
（MLCC、インダクタ）

TDKが社会に
貢献できる

新事業・新技術

求められる
新たな技術

応用できる
当社技術

×
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新事業に関する事例②｜ Human Machine Interface

HMI
超軽量・小型

光学系 演算 エネルギー 通信

TDKが社会に
貢献できる

新事業・新技術

求められる
新たな技術

応用できる
当社技術

×
FCLM

(Full Color Laser Module) メタレンズ
受動部品

（MLCC、インダクタ） バッテリー チップアンテナ
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新事業に関する事例③｜ソリューションビジネス

TDKが社会に
貢献できる

新事業・新技術

求められる
新たな技術

応用できる
当社技術

×
Motion Sensors Microphone

Magnetic

Sensors

Temperature 

Sensors

Battery / Energy

Harvesting

マシンラーニング

動作の感知だけでなく、動作の異常を察知してアラート

を出すことができるようになる。

Current 

Sensors

センサ＋ソフトウェア
予知保全
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多様性重視の企業文化

Before 2000 After 2000

Original TDK

SAE

ATL

MPT

Headway

LAMBDA

EPCOS

Micronas, InvenSense and more

Original TDKの企業文化・人的資本

• 元々、出身を問わない文化
• 経営会議は、すべて英語で開催
• 機能対等という文化

M&Aで親会社の日本人はマイノリティに

• 日本人は約10%（20年前 25%）
• 買収企業の社員が約8割に

多様性が企業価値に大きく貢献

親会社TDKの日本人による経営ではなく、
買収した会社の企業文化・組織風土を尊
重し、グローバルでベストプラクティス
を学び合う文化が加速。

▍世界の主な買収先

▍買収時期 ▍従業員構成

• 人事機能の責任者、担当役員はドイツ人、チームメンバーも世界の買収企業から登用

M&A
73,751 

Japan
11,195 

Non-
Japan
16,507 

Original
TDK

10万人強

http://www.atlbattery.com/index.html
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ガバナンスの特徴

Business Company/Group

ECM

取締役会

徹底
議論

検討

提案

検討

提案

取締役会・経営会議・BC／BGの役割と権限

徹底
議論

個別案件の審議から企業の経営

に関わる重要課題の討議へ

Transparency
（透明性・報告）

Transparency
（透明性・報告）

Empowerment
（委譲）

Empowerment
（委譲）

Diversity/Inclusion
より良い知恵に辿り着くため

の最も賢い仕組み・風土

Accountability
チーム構成員としての

責任・アイデンティティ

常務執行役員

Michael Pocsatko

常務執行役員

Andreas Keller

執行役員

Albert Ong

執行役員

Ji Bin Geng

執行役員

Werner Lohwasser

執行役員

Roshan Thapliya

執行役員

Ludger Trockel

執行役員

Jim Tran

執行役員

Joe Kit Chu Lam

外国人執行役員

(2024年5月現在)

▍グローバルでオープン・フラットな企業文化

• 多様な個性を持つ世界中の従業員が国境を越えて連携し、お客様に価

値を届ける姿勢こそが、TDK独自の企業文化

• M&Aによって買収先を「支配」するのではなく、「対等の関係性」

を維持し、互いの企業文化を尊重するというPMI方針を採用

全執行役員の50%が外国人（18名中9名）

▍権限委譲による迅速で効率的な意思決定

• 早期に監督と執行を分離

• 社外取締役が取締役会議長を務める

• 早期に取締役諮問機関として委員会を設置、各委員長は社外取締役

• 権限委譲とトランスペアレンシー（透明性）を重視

• 取締役会の時間配分を報告よりも経営課題討議中心に



15,815,8 0,00

8,0

TDK Investor Day 2024 Copyright  © TDK Corporation, 2024.    35

5,60

コーポレート・ガバナンスの進化

連結営業利益

社外

3名

社内

4名

社外

4名

社内

3名

社外取締役割合

57%

▍取締役会の構成

経歴

ソニーグループ株式会社 元副社長・CTO

指名諮問委員会からの選任理由

勝本徹氏は、ゲーム、音楽・映画、家電機器等の事業をグローバ
ルに展開する企業において、技術部門長・CTO・経営者として豊
富な経験と知識を有する人材であります。これまでの経験と見識
を活かし、当社の経営全般に対する監督及び取締役会における意
思決定の適法性・妥当性を確保するための助言・提言を行ってい

ただくことを期待し、社外取締役候補者といたしました。

2024.6～
計7名

▍役員報酬構成・KPI

28%

42%

28%

25%

44%

33%

これから

これまで

～2024.6

計7名

▍従業員持株会を活用した株式報酬制度の導入・経営への参画意識の向上へ

▍新任社外取締役候補者 勝本 徹氏

社外取締役割合

43% 基本報酬
業績連動
賞与

事後交付型
株式報酬

役員報酬構成割合 事後交付型株式報酬におけるKPI

〜2024.6

2024.6〜

目的：企業価値向上への取り組みを自分事と捉えることで、経営参画意識を向上させる

対象：従業員持株会に加入している国内従業員

付与内容：一人当たり年間15株を付与、経営目標達成時には、15株を追加付与

連結ROE

ROIC 連結営業利益

相対TSR従業員エンゲージメント

CO2削減

• 取締役会のモニタリング機能強化
• 中長期の企業価値と連動した役員報酬体系の導入
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リスクマネジメントの継続的改善

カテゴリー 想定される主要なリスク

経済・市場動向 世界経済の減速／社会トレンドの変化／物価・人件費の高騰／原材料調達コスト・エネルギー資源価格の高騰

技術動向 デジタル活用の遅れ／技術変革の急速化

地政学的リスク 地政学的な変動／技術輸出の規制強化

コンプライアンス コンプライアンス体制の不備／法令・社内ルール違反／不十分なリーガルデューデリジェンス／内部不正による情報漏洩

サプライチェーン 原材料の供給の中断・停止・不足／原材料や物流コストの高騰／バリューチェーンにおける人権への取り組み不足

▍新中計期間において想定される主要なリスク

▍リスクマネジメントの体制 ▍“残余リスク”ヒートマップ

ERM委員会を設置し、リスク管理活動のPDCAサイクルの推進を行う。 残余リスクヒートマップを作成し、リスクの対策優先度を可視化・評価しています。

リスクマネジメント方針・実行計画

リスクマネジメント体制

リスクマネジメント・インフラ

リスクマネジメント・プロセス

リスクの
識別

リスクの
評価

対策の
検討

対策の
実行

モニタリング 改善

Plan DO CHECK ACT
レベル１

レベル２

レベル３

レベル４

レベル５

レベル１ レベル２ レベル３ レベル４

イ
ン
パ
ク
ト
の
大
き
さ

顕在化する可能性

• リスクの識別から対策の実施、マネジメント体制の継続的改善に取り組んでいます。
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“Quality”追求で企業価値を向上

一人ひとりの心身のクオリ

ティは、最も重要な経営課題

のひとつと認識しています。

• TDK健康宣言を制定

• 健康経営アライアンス(健康

経営の型づくりとソリュー

ションの共創を目的とした

国内企業のアライアンス)へ

の参画

健康の
Quality

職場環境の
Quality

働き方、働きがい向上のため

の環境改善を推進しています。

• 官民連携での街づくり等に

よる働きがいのデザイン

• 働きやすい労働環境の整備

• 生産の効率化

• 歩留まり率の向上

• マーケティングの強化

製品の

Quality

Quality First

オペレーションの

Quality

• 社内DXの推進

• 営業、品質、未財務の

DX化の推進

• 全社に徹底して“Quality First”を呼びかけています。製品品質だけでなく、生産の効率化、歩留まり率の向上、マーケ

ティングの強化、さらには労働環境の改善や従業員のモチベーションアップなども広い意味での質の向上に含まれます。
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Magnetic Application Products

Sensor Application Products

Energy Application Products

Passive Components
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受動部品｜事業戦略

5,078 
5,788 5,656 

15.1% 16.3% 9.5%

16.4% 17.0%

7.7%

15.0%

FY22/3 FY23/3 FY24/3 FY25/3 FY26/3 FY27/3

年率7%成長

営業
利益率

戦
略

• パワートレイン用途高信頼性製品の競争力強化

• ADAS用途などへの新製品の投入

• 市場の伸びに合わせた最適投資・生産拠点の最適化

• 品質の向上、生産性の改善

• 積層・巻線・薄膜工法など最適工法と材料の組み合わせ

機
会

• 自動車のxEV化、ADAS化進展による部品付加価値、員数の増加

• AIサーバーなど、低消費電力受動部品へのニーズ向上

• 産業機器用途の高付加価値カスタム製品の需要増加

競
争
優
位
性

• 材料とプロセス技術の組み合わせ

• 車載市場における長年の品質実績

• 高温・高電圧など高信頼性環境対応技術

• 内製の生産技術

車載用セラミックコンデンサ

フィルムコンデンサ

信号系EMCフィルタ

バリスタ

PTCサーミスタ

35-40%

15-20%

45-50%

55-60%

50-55%

Share No.2

Share No.2

Share No.1

Share No.1

Share No.1

事業ROA

（ROIC）

▍売上高（億円）と事業ROA（ROIC）目標

▍売上高成長を支える重点製品と推定市場シェア

• 材料・プロセス技術と品質を強みに、注力市場に対しタイムリーな製品を供給することで持続的成長を目指します。
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受動部品｜車載向け受動部品の生産能力拡大

FY23/3 FY24/3 FY25/3 FY26/3 FY27/3 FY28/3 FY29/3

年率12%成長

ICE HEV PHEV BEV

MLCC 5,000 6,000 8,000 10,000

Inductor 450 600 650 700

圧電製品 100 140 160 180
日本：岩手県 MLCC工場 インド：Nashik フィルムコンデンサ工場

MLCC

Inductor

Piezo

Protection

High Voltage 

Contactor

▍車載向け受動部品の市場予想

▍ガソリン車 vs xEV車 1台当たり部品搭載個数

▍ MLCC生産能力 ▍フィルムコンデンサの生産能力

FY22/3 FY23/3 FY24/3 FY25/3 FY26/3

約2倍
1.9倍

▍ MLCC北上工場拡張 ▍フィルムコンデンサ新設工場

出典：TDK予想

• 電動化、電装化の需要トレンドを確実に捉え、高付加価値な受動部品の能力を拡大していきます。
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1,308 

1,695 1,805 

-0.2%

6.3%
3.3%

-1.2%

3.5%
1.2%

8.0%

FY22/3 FY23/3 FY24/3 FY25/3 FY26/3 FY27/3

センサ応用製品｜事業戦略

営業
利益率

温度センサ

磁気センサ

MEMSモーションセンサ

35-40%

20-25%

15-20%

Share No.1

Share No.3

Share No.3

事業ROA

（ROIC）

年率10%成長

▍売上高（億円）と事業ROA（ROIC）目標

▍売上高成長を支える重点製品と推定市場シェア

戦
略

• First-to-Marketを実現するために市場/顧客のニーズをとらえる「Market-

in」と、カスタマイズしたソリューションをコンセプトベースから提供
する「Concept-out」の事業アプローチを確立

• 業界をけん引するテクノロジーリーダーとゲームチェンジャーとのパー
トナーシップ拡大

• 組織体制の変革による社内資源の最適化

機
会

• AIの活用に伴うセンサの需要拡大

• 自動車の電装化・電動化に伴う事業機会拡大

• 既存・新規事業の協業関係を活用したNo.1ポジションの確立

競
争
優
位
性

• 長年培った磁性技術・薄膜技術を活用したTMR製品

• 車載市場におけるシェアNo.1の温度センサ

• 独自の工法、材料・プロセス技術

• MEMS設計力・磁気回路設計力

• IC Sense・InvenSenseによるセンサの特性を理解したIC設計力

• センサとソフトウェアを組み合わせた製品開発力

• 「違いを創りつなげる（Create different and Connect）」という戦略コンセプトのもと新しいソリューションを創造し、
注力市場で高いシェアを実現しています。
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センサ応用製品｜ポジショニングと投資強化

浅間テクノ工場の拡張
（ICT/車載向けTMRセンサ）

ハンガリー工場の操業
（車載/家電産機向け温度センサ）

▍分野別センサ市場予想

ハンガリー：温度センサ工場 日本：長野県 TMRセンサ工場

Auto

ICT

Ind&HA

ポジショニング

▍センサ増産に向けた設備投資

• DX、EX需要トレンドを捉えて、製品の付加価値向上、成長製品への投資を強化します。

Market-in

Concept-out

TDK お客様

Module

System

Parts

Material

FY23/3 FY24/3 FY25/3 FY26/3 FY27/3 FY28/3 FY29/3

年率6%成長

出典：TDK予想

当社売上目標

年率8〜11%成長
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2,484 

2,006 
1,842 

1.8%

-28.1%
-19.3%

3.3%

-22.0%

-12.2%

4.0%

FY22/3 FY23/3 FY24/3 FY25/3 FY26/3 FY27/3

磁気応用製品｜事業戦略

営業
利益率

事業ROA

（ROIC）

HDD用ヘッド

HDD用サスペンション

20-25%

40-45%

Share No.3

Share No.1

年率10%成長

次世代磁気記録技術「MAMR」「HAMR」

▍売上高（億円）と事業ROA（ROIC）目標

▍売上高成長を支える重点製品と推定市場シェア

戦
略

• MAMR技術で優位性を維持し、 HAMR技術の開発加速と量産準備

• 生産能力とオペレーション体制の最適化

• 大容量ニアラインHDD向けTri-SAサスペンションのシェア拡大

機
会

• AI技術の進展、クラウドサービスなどの普及によるデータストレージ需要の拡大

• 最先端技術での中長期的技術革新のリード

競
争
優
位
性

• 新技術製品の継続的な開発力と量産化力

• 自動化を継続的に推進しビッグデータの活用を増加することで、生産能力とオペ
レーション体制を最適化



15,815,8 0,00

8,0

TDK Investor Day 2024 Copyright  © TDK Corporation, 2024.    44

5,60

ヘッド・HGA 新世代技術の投入

▍データ生成とストレージ容量の市場予測

2023 2027 2023 2027 2023 2027

FY23/3 FY24/3 FY25/3 FY26/3 FY27/3 FY28/3 FY29/3

(M Head)Enterprise Nearline 3.5" 2.5"

▍ HGA市場予測

▍ Tri-SA Suspension市場予測

2.3倍 2.1倍 2.0倍

FY23/3 FY24/3 FY25/3 FY26/3 FY27/3 FY28/3 FY29/3

（Mpcs）

2014 2016 2018 2020 2022 2024 2026

▍ HDD技術ロードマップ

DSA

Tri-SA
Suspension

Head

Writer

データ生成量(ZB)
（稼働中の）

ストレージ容量(ZB)
（稼働中の）
HDD容量(ZB)

TMR

TDMR
Reader

PMR

SMR

MAMR

HAMR

MAMR出典：IDC Worldwide Global DataSphere,Forecast, 2023-2027 (#US50554523) 

IDC Worldwide StorageSphere Forecast, 2023-2027 (#US50673423)

• ニアラインHDD需要は今後も増加。MAMR、HAMR、Tri-SA等の新世代技術の継続的投入で付加価値向上させ収益改善

を目指します。

出典：TDK予想

出典：TDK予想



15,815,8 0,00

8,0

TDK Investor Day 2024 Copyright  © TDK Corporation, 2024.    45

5,60

9,653 

11,734 11,217 

12.8% 12.6%

17.4%

15.1%
15.6%

21.5%
18.0%

FY22/3 FY23/3 FY24/3 FY25/3 FY26/3 FY27/3

エナジー応用製品｜事業戦略

営業
利益率

事業ROA

（ROIC）

小型二次電池

産業機器向け電源

50-60%

15-20%

Share No.1

Share No.1

年率2-3%成長

戦
略

• 先端革新的技術の継続的開発による小型二次電池市場No.1ポジションの維持

• 中型二次電池サプライヤーとして、市場のNo.1ポジションの確立

• 差別化技術とコスト競争力の強化により市場での競争力をさらに強化

機
会

• 高性能な二次電池搭載を必要とするアプリケーションの拡大

• フォルダブルスマートフォン，AI搭載端末の拡大によるハイエンド市場の底上げ

• Si負極その他の新規差別化技術による付加価値向上

• 再生可能エネルギー導入の加速による蓄電池市場 と関連装置需要の拡大（二次電
池・産業用電源事業）

• インドなどの成長市場でのローカル需要の拡大

競
争
優
位
性

• 業界内テクノロジーリーダーとしての、先端技術開発力

• Time to Market、Time to volumeで経営変革力

• 高信頼性量産化技術、徹底した安全リスク管理

• コスト最適化技術及び生産技術力

• 広範な顧客基盤と長期的パートナーシップ

• あくなき技術革新によって、卓越したエナジー製品・技術を追求し、人々の暮らしをエンパワーしていきます。

▍売上高（億円）と事業ROA（ROIC）目標

▍売上高成長を支える重点製品と推定市場シェア

材料価格下落
による影響
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小型二次電池｜成長戦略

• 革新的技術による新たな価値提供

ユーザーエクスペリエンスを高めていく

• 地政学的リスクを見据えたチャイナプラスワン戦略の遂行

• バリューチェーン強化による事業価値の最大化

調達
セル
生産

パック
生産

販売 リサイクル

▍シリコン負極によるエネルギー密度向上

エネルギー密度ロードマップ

▍インドにおける電池生産の実績及び予定

• 今後30～40%のエネルギー密度の向上を目指す

• 先端・革新的技術によって、スマートフォンをはじめとする小型電子機器の進化を支えていきます。

2017年〜 パック生産開始

2022年〜 セル生産開始

2025年〜 新工場Sohna生産開始予定

第1期
インド新工場 第1期工事 外観

インド新工場概要図
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FY23/3 FY24/3 FY25/3 FY26/3 FY27/3 FY28/3 FY29/3

60%

70%

80%

90%

100%

0 5 10 15 20 25 30

中型二次電池｜成長戦略

• Superior Customer Service

幅広い引き出し(材料・設計・プロセス)から

顧客ニーズに合致した製品・技術を提案・提供

• Technology Advancement

顧客価値を一層高める技術・製品戦略

（高機能、長寿命、高品質、高信頼性）

• Operational excellence

新工場立ち上げによる卓越したQCDを実現

ターゲット
アプリケーション

• エネルギー蓄電
システム

• 産業機器
電動工具、電動二輪、
ドローンなど

▍中型二次電池市場 需要成長

年率10%成長

▍容量保持率の比較 従来製品vs最新製品

容
量
保
持
率

年数

従来製品

最新製品

従来製品

10〜15年寿命
（6,000サイクル）

最新製品

20〜25年寿命
（15,000サイクル）福建省・厦門市新生産拠点の稼働で

生産能力増強へ

• デバイスの特性に応じた最適技術を提供し、エネルギートランスフォーメーション(EX)の加速に貢献していきます。

当社売上目標

年率20%成長

出典：TDK予想
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Cell応用技術
▶︎ Verdagy

中型バッテリー

ESS

スピントロニクス技術

LN薄膜

Photo electronics

▶︎ Nubis Communications

RF devices for 

quantum computer

アナログコンピューティング

▶︎ Groq, Analog Inference

InCellSense
Cardio-

vascular 

monitoring

Photo acoustic 

glucose 

monitoring

Agritech

▶︎ Fasal

CO2 gas sensor

VOC multi gas sensor

Aerospace

▶︎ Autoflight

WPT

Nuclear fusion

▶︎ Type One Energy

Clean energy

Healthtech

▶︎ Genetesis, Mekonos, 

Exo Imaging

フェライトツリーを進化させます

Neuromorphic device

FCLM

SpinPD

Bio magnetic sensor

EMC test 

system

Radio wave 

absorber

Ring varistor

Disc type

ceramic capacitor

NTC thermistor

Camera module actuator

Suspension

Thin-film 

inductor Edge AI

DCDC converter (μPOL)

Bidirectional Converter

Wire wound EMC filter

Wire wound inductor

Transformer

power supply

Noise suppressing sheet

Lithium-ion battery

Tx coil unit (Plating)

Film capacitor

VHS
Optical disk

Ferrite

Flash memory applied device

Plasma application

NTC sensor

Multilayer

ceramic capacitor

Piezo actuator

Multilayer RF 

component

Multilayer NTC thermistor

SAW filter

PowerHap

PiezoHapt

Cera Charge

Multi-layer

integrated 

device

Core 

memory

Thin-film RF 

component

TMR sensor

Audio 

cassette 

tapeFerrite 

core

Multilayer 

inductor

NH3 fuel cell

Motion sensor

技術分野
▶︎ 投資先企業名

人的資本 組織力 顧客基盤
企業文化

Thin-film

magnetic 

Head

Clean energy
▶︎GenCell

New Business

材料 × プロセス技術 × ソフトウェア技術
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最後に

• 社会の変革に貢献し続けるため、未来構想力と実行力、人財の

変革力でTDK内部の変革を加速させます。

• コアテクノロジーの深化をさせつつ、新たな強みを探索しま

す。

• 先手の事業ポートフォリオマネジメントを強化します。

• ROIC・WACCスプレッドを高め、キャッシュフロー拡大と資本

効率の改善を推進します。

• 未財務資本を高める経営を強化し、フェライトツリーを進化さ

せ、企業価値を最大化させます。

• 投資家の皆さまとの対話・IRを強化します。
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世界に先駆けて「フェライトコア」として製品化し、国

内の無線通信機やラジオ向けに応用。
フェライトコア

TDKの歴史
受け継がれるベンチャー精神

加藤与五郎博士と武井武博士が、鉄などの酸化物からな

る磁性セラミック化合物、「フェライト」を発明。
加藤与五郎博士（左）
武井武博士（右）

「独創性のある工業こそが真の工業だ」という加藤博士

の言葉に触発された齋藤憲三が、東京電気化学工業株式

会社を設立。

初代社長 齋藤憲三

1930年

1935年

1937年



15,815,8 0,00

8,0

TDK Investor Day 2024 Copyright  © TDK Corporation, 2024.    52

5,60

ＴＤＫ株式会社について

世界の文化・産業に貢献する、世界有数の電子部品メーカー

▍数字で見るTDK ▍事業概要

1935年

2兆1,039億円
（90%超）

10万人超
（約90%）

フェライトで
日本の真の工業化を目指した
ベンチャースピリット

変化する市場に対応し、
社会のニーズに応える
製品を提供しています

TDKの価値創造を支える
グローバルチームメンバー

24.03期売上高

2兆1,039億円

受動部品

5,656億円

• インダクティブデバイス

• セラミックコンデンサ

• センサ/MEMS
• HDD用磁気ヘッド
• HDD用サスペンション

• マグネット

• エナジーデバイス

• 電源

• 高周波部品
• 圧電材料部品・回路保護部品
• アルミ電解・フィルムコンデンサ

エナジー応用製品

1兆1,217億円

磁気応用製品

1,842億円
センサ応用製品

1,805億円

創業年

24.03期売上高(うち海外比率)

従業員数(うち海外比率)

その他

518億円



15,815,8 0,00

8,0

TDK Investor Day 2024 Copyright  © TDK Corporation, 2024.    53

5,60

1970 1975 1980 1985 1990 1995 2000 2005 2010 2015 2020

インダクタ マグネット

コンデンサ 磁気テープ

HDD用磁気ヘッド 高周波部品

電池 電源

センサ・アクチュエーター その他

私たちが引き継いだこと：変革による成長の歴史

1935年
創業

• フェライトから始まった電子材料技術を進化させ、事業ポートフォリオを変えながら成長してきました。

変えてきたこと 変えないこと

製品・事業ポートフォリオ

世界展開・世界シェア

フェライトツリーの広がり

経営のダイバーシティ

ガバナンス体制

Quality First

独自の企業文化

• 創業の精神

• 自由な企業風土

• ベンチャースピリット

人財重視の経営

材料×プロセス技術
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新中期経営計画実現の道すじ

企業価値向上

時価総額の向上

中長期のFCF創出

資本コスト（WACC）の低減

重点事業のオーガニック成長

ガバナンス・経営の進化

Qualityの追求、リスクマネジメントの推進

IRの強化

重点施策

投資家との対話の回数と質の向上

事業ポートフォリオマネジメントの強化

最適BS構造の実現・株主還元強化

M&Aによる新たな技術の獲得

未財務資本の強化
フェライトツリーの進化（技術力の強化）

重点事業への投資強化

組織力・人的資本の強化

課題事業への対処
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将来に関する記述についての注意事項

この資料には、当社または当社グループ（以下、TDKグループといいます。）に関する業績見通し、計
画、方針、経営戦略、目標、予定、認識、評価等といった、将来に関する記述があります。これらの将来に
関する記述は、TDKグループが、現在入手している情報に基づく予測、期待、想定、計画、認識、評価等を
基礎として作成しているものであり、既知または未知のリスク、不確実性、その他の要因を含んでいるもの
です。従って、これらのリスク、不確実性、その他の要因による影響を受けることがあるため、TDKグルー
プの将来の実績、経営成績、財務状態が、将来に関する記述に明示的または黙示的に示された内容と大幅に
異なったものとなる恐れもあります。また、TDKグループはこの資料を発行した後は、適用法令の要件に服
する場合を除き、将来に関する記述を更新または修正して公表する義務を負うものではありません。

TDKグループの主たる事業活動領域であるエレクトロニクス市場は常に急激な変化に晒されています。
TDKグループに重大な影響を与え得る上記のリスク、不確実性、その他の要因の例として、技術の進化、需
要、価格、金利、為替の変動、経済環境、競合条件の変化、法令の変更等があります。なお、かかるリスク
や要因はこれらの事項に限られるものではありません。

また、本資料では、業績の概略を把握していただく目的で、多くの数値は億円単位にて表示しておりま
す。百万円単位にて管理している原数値を丸めて表示しているため、本資料に表示されている合計額、差額
などが1億円の桁において、不正確と見える場合があります。詳細な数値が必要な場合は、決算短信及び補足
資料を参照していただきますようお願いいたします。
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